
配信拠点校：熊本市立芳野中学校 

 

□本年度も後半に入りました 
 フレンドリーオンライン中学校の配信拠点がある芳野校区の

ナシやブドウも収穫期を迎え、少しず

つ秋が深まってきていることを感じる季

節となりました。配信中の会話にもお

いしい果物や変わりゆく自然に関する

内容が多くなってきています。 

さて、いよいよ10月になりました。本年度も半分が過ぎ、後

半のスタートです。私たち支援員もさらに配信が充実するよう、

気持ちを新たに頑張っていこうと張り切っています。皆様、今後

ともよろしくお願いします。 

□わくわくツアー＠熊本城 
9月24日(水)の「わくわくツアー」は熊本城からの配信でし

た。「くまもとよかとこ案内人の会」の德永さんにガイドをお願い

して、熊本城の周りを歩きながら築

城者や築城の時代、石垣の名前、

井戸の数などをクイズ形式で紹介し

ていただきました。熊本に住んでいな

がら知らないことも多く、新たな発見

の多い時間となりました。観光客も多く、にぎやかな雰囲気の

中での配信となりました。当日は晴天で、現地参加の生徒の

皆さんは汗をかきながらも熱心に耳を傾けていました。歴史を

肌で感じながら学ぶことができた今回のツアーは、生徒の皆さ

んにとって貴重な体験となったようです。 

□わくわくアート教室 
 毎月1回、熊本大学教育学部教授の松永拓巳先生にオン

ラインで出演していただき、「芸術（特に絵画）のこと」につい

て作品の紹介やその思いを制作者の

視点から語っていただいています。 

先日は、夏休みに出かけられた

「大阪万博」について話していただき

ました。特に、その公式キャラクターで

ある「ミャクミャク」の芸術的なおもしろさを教えていただきまし

た。この愛称は、歴史・伝統・文化・世界とのつながりが未来へ

脈々（ミャクミャク）と受け継がれていくことを象徴しているそう

です。また、今あるデザインが最終形態ではなく、だれでも二次

創作を描き、制作し、公表することができるそうです。同じもの

を見ていても、そのものの見方を変えるだけでこんなにも感じ方

が変わるのか、ということを実感した時間でした。 

 

今回初めての試みとして、わくわくツアーの後に交流の場「オ

フ会」を設けました。まだ暑さ厳しい熊本城天守閣の裏手にあ

る木陰で、大人組と子ども組に分かれ、双六を使ったおしゃべ

りに興じました。サイコロを振るたびに湧き上がる歓声や話を聞

いて一斉に飛び出す「へぇ〜」の声。30分ちょっ

とのわずかな時間ながら、親睦を深めることので

きた、すてきな時間となりました。今後もわくわく

ツアー終了後に、現地でオフ会を予定していま

す。チャンスがあれば、ぜひご参加ください。 

□つながりタイム 
フレンドリーオンラインの小学校と中学校が合同で活動する

のが、この「つながりタイム」です。9月に本年度2回目のつなが

りタイム「自己紹介カードづくり」を行いました。今回は、Canva

というオンラインで使える無料のグラフィックデザインツールを使い

ました。子どもたちはたくさん用

意されているテンプレートの中か

ら気に入ったものを選び、あれこ

れ迷っている支援員を尻目に、

あっという間に仕上げていまし

た。左はそのCanvaを使って子

どもたちが作った自己紹介カード

のコラージュです。それぞれに、子どもたちの個性やこだわりが

表れていると思います。また、この作品作りを通して、お互いが

知り合うきっかけになったでしょうし、自分自身を見つめなおす

ことにもなったのではないかと思います。 

□申し込みはしたものの･･･ 
フレンドリーオンライン（FO）に申し込みをしたけど、まだ参

加できていないという方もいるかと思います。「体調がすぐれず

なかなか参加できない」等のいろんな事情がありますよね。もし

かしたら、「参加できていないことで注意されるかも」と心配して

いる人はいませんか。しかし、FOではそんなことはありません。

安心してください。最初に参加する時って、誰でも緊張したりす

るものです。でも、初めて参加し

てみた生徒の皆さんからは、「少

し緊張していたけど、親しみやす

い雰囲気で安心しました」「初め

てだったけど楽しかった」という嬉

しい感想もいただいています。迷

っている皆さん、途中からの参加

や退出もOKなので、体調がい

い時によかったら参加してみてく

ださい。お待ちしています。 
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